
県
議
の
指
摘
に
対
し
、
知
事
は

「
地
方
制
度
は
、
地
方
自
治
を

本
旨
」
と
す
る
憲
法
の
存
在
意

義
に
触
れ
、「
現
行
憲
法
の
精
神

を
原
点
に
豊
か
な
県
づ
く
り
と

復
興
に
力
を
つ
く
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

長
谷
部
県
議
は
、
被
災
地
に

本
社
を
置
く
企
業
の
業
績
悪
化

の
原
因
第
一
位
が
『
消
費
税

８
％
へ
の
増
税
』
だ
っ
た
と
す

る
東
北
大
学
・
震
災
復
興
セ
ン

タ
ー
の
調
査
結
果
を
示
し
、
県

民
の
復
興
へ
の
努
力
に
水
を
差

す
消
費
税
の

10

％
へ
の
増
税

12
月
定
例
県
議
会
が
、
12
月
４
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
９
日
に
長
谷
部
淳
県
議
が
代
表
質
問
、
同
11
日
に
宮
本
し
づ
え
県
議

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
19
日
の
最
終
本
会
議
で
宮
川
え
み
子
県
議
が
議
案
討
論
、
神
山
悦
子
県
議
が
13

年
度
決
算
へ
の
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

2015 年 

１ 月 

発 行 

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
内
・
控
室

福
島
市
杉
妻
町
２
の
１
６

電

話

０
２
４
・
５
２
１
・
７
６
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
・
５
２
３
・
３
２
５
６

メ
ー
ル 

j
c
p
f
s
k
g
@
j
c
p
-
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
g
r
.
j
p

12
月
９
日
、
長
谷
部
淳
県
議
が

代
表
質
問
を
行
い
、
「
原
子
力
に

依
存
し
な
い
社
会
づ
く
り
」
へ
の

決
意
や
現
行
憲
法
へ
の
認
識
と

態
度
に
つ
い
て
内
堀
雅
雄
新
知

事
に
問
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
や
医
療
介
護
・
子

育
て
等
の
制
度
改
定
へ
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
県
に
た
だ
し
ま

し
た
。

内
堀
知
事
は
い
ま
も
12
万
人

を
超
え
る
避
難
者
を
は
じ
め
「
原

発
事
故
の
厳
し
い
影
響
は
県
内

全
域
に
及
ん
で
い
る
」
と
の
認
識

を
示
し
、
「
二
度
と
こ
う
し
た
事

故
を
起
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国
内
外
に
発

信
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
使
命
」
と
述
べ
ま
し
た

が
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
明
確
に
発

信
す
べ
き
と
す
る
再
質
問
に
対

し
て
は
答
弁
を
さ
け
ま
し
た
。

「
憲
法
は
原
発
震
災
で
侵
害

さ
れ
た
県
民
の
人
権
回
復
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
」
と
の
長
谷
部

大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
４
回
目
の
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
こ
そ
、
被
災
県

民
の
人
権
回
復
に
本
格
的
に
取
り
組
む
年

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
年
度
予
算
要
望
で
内
堀
雅
雄
新
知
事

に
対
し
、
国
・
東
京
電
力
と
き
っ
ぱ
り
対

じ
す
る
こ
と
で
こ
そ
「
オ
ー
ル
福
島
」
の

願
い
は
実
現
で
き
る
と
求
め
ま
し
た
。

原
発
に
固
執
し
、

福
島
の
事
故
も
被
害

も
終
わ
っ
た
こ
と
の

よ
う
に
扱
い
、
全
国

ま
し
た
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
た
め
、

政
府
の
貧
困
対
策
大
綱
に
基

づ
く
計
画
づ
く
り
や
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
一
元
的
に
あ

た
る
部
局
を
県
と
し
て
確
立

す
べ
き
と
求
め
た
こ
と
に
対

し
、
来
年
度
に
新
設
予
定
の

「
子
ど
も
未
来
局
を
中
心
に

取
り
組
む
」
と
の
立
場
を
総
務

部
長
が
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

の
原
発
再
稼
働
を
ね
ら
う
安
倍
政
権
の
暴

走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
、
新
た
に

大
き
く
な
っ
た
党
国
会
議
員
団
と
も
連
携

し
て
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

質問する 
長谷部淳県議 
(12 月９日) 

内堀雅雄新知事(右)に来年度予算編成についての 
要望を手渡す党県議団（県庁＝11 月 20 日） 

左から宮本しづえ、宮川えみ子、神山悦子、阿部裕美子、長谷部淳各県議会議員 

東北電力が突然示した固定価格買い取

り契約の中断は、原発に頼らない復興をめ

ざす福島県の取り組みを阻むものです。 

日本の再生可能エネルギーの割合はわ

ずか数％にすぎず、主要先進国中最低レベ

ルです。県議会は国と電力会社に対し、再

生可能エネルギー固定価格買い取り制度

の堅持、系統接続保留の早期解除、送配電

網の増強などを求めました。 

この問題でも全国の原発再稼働中止と、

原発依存の「エネルギー基本計画」の転換

が強く求められます。 

に
、
県
と

し
て
中
止

を
求
め
る

よ
う
迫
り



安倍政権が進める社会保障の公的責任

縮小に対して、県議団は、日本一子育てし

やすい県、日本一長生きの県をつくるにふ

さわしい県の公的責任発揮を求めました。

今議会には認定こども園等に係る施設

基準を定める条例が、国の示した基準を上

回る県独自基準を維持する内容で提案さ

れ、全会一致で可決されました。 

これまでのサービス水準を後退させる

ことのないよう、県が市町村を支援するよ

う引き続き求めます。 

２０１４年１２月定例県議会報告 

宮
本
し
づ
え
県
議
が
一
般

質
問
を
行
い
、
住
ま
い
の
再
建

の
ほ
か
、
除
染
、
全
県
民
へ
の

精
神
的
損
害
賠
償
、
子
育
て
支

援
、
奨
学
金
問
題
、
災
害
対
策

な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

被
災
者
の
生
活
と
生
業
再

建
の
土
台
が
住
ま
い
の
再
建

で
す
が
、
県
内
で
国
の
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
に
よ
る
支

援
金
を
受
け
た
被
災
者
は

約
３
万
件
で
す
。
全
壊
、
大
規

模
半
壊
は
無
条
件
で
基
礎
支

援
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ま

国
民
を
番
号
で
管
理
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
に
つ
い
て
、

社
会
保
障
抑
制
と
一
体
で
あ

り
不
必
要
と
指
摘
。
議
員
や
知

事
の
特
別
職
の
期
末
手
当
増

は
県
民
の
所
得
水
準
に
照
ら

し
て
実
施
す
べ
き
で
な
い
と

反
対
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

学
校
給
食
無
料
化
、
高
校
の

給
食
実
施
、
奨
学
金
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

採
択
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た

が
、
議
会
の
多
数
で
不
採
択
と

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
水
を
差
す
も
の
で
す
。

だ
制
度
を
知
ら
な
い
県
民
が

い
る
こ
と
か
ら
、
も
れ
な
く
申

請
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知

徹
底
を
求
め
ま
し
た
。
国
の
制

度
で
は
建
て
替
え
、
修
繕
で
出

る
加
算
金
を
合
わ
せ
て
も
最

高
で
３
０
０
万
円
し
か
な
く
、

建
築
資
材
の
高
騰
、
消
費
税
増

税
で
支
援
金
分
は
全
部
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。
岩
手
県
で

は
、
国
の
制
度
を
補
完
し
独
自

の
支
援
金
の
上
乗
せ
を
は
じ

め
、
宅
地
復
旧
支
援
等
の
組
み

合
わ
せ
で
最
高
４
６
０
万
円

の
独
自
の
直
接
補
助
が
あ
る

こ
と
を
示
し
、
本
県
も
独
自
の

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。
今
議
会
に
は
、
Ｕ

Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
建
設
の

復
興
住
宅
１
戸
約
４

千
万
円
の
買
取
り
予

今
年
は
全
国
的
な
米
価
下

落
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
と
り
わ
け
原
発
被
災

地
本
県
の
下
落
幅
は
大
き

く
、
Ｊ
Ａ
の
概
算
金
は
浜
通

り
で
60
㎏
６
９
０
０
円
と

前
年
比
４
２
０
０
円
減
で
、

５
０
０
ｍｌ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

一
本
で
46
円
と
水
よ
り
安

く
生
産
費
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
市
場
任
せ
の
国
の
方
針

を
変
え
さ
せ
県
も
助
成
を
と

求
め
ま
し
た
が
、
県
は
融
資

だ
け
で
す
。

昨
年
２
月
の
大
雪
に
よ
る

ハ
ウ
ス
被
害
に
対
す
る
補
助

金
が
ま
だ
農
家
に
届
か
な
い

問
題
で
、
早
期
支
払
い
を
求

め
る
と
、
11
月
に
交
付
決
定

さ
れ
た
の
で
順
次
農
家
に
届

く
見
込
み
と
答
え
ま
し
た
。

JA 県中央会と懇談する高橋千鶴子衆院議員と 

県議団、左手前は JAの川上常務＝12 月 17 日 

７月７日から 10 日間、欧州各

国のエネルギー政策や原発行

政・事故対策を学ぶ海外行政調査

が２班にわかれて実施され、神山

悦子、阿部裕美子、宮本しづえの

各県議が参加しました。このほど報告書が取りまとめ

られ、「脱原発・廃炉対策」や「再生可能エネルギーの

普及促進」「放射性廃棄物最終処分」など 25 項目にわ

たって県政への提言が行われました。 

※報告の詳細は「福島県議会のホームページ」をご覧

ください。 

班ごとの海外調査報告書

案
に
反
対
し
ま
し
た
。
放
射
能
汚
染
水
漏

れ
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
一
方
、
住
民
帰

還
や
賠
償
、
復
興
方
針
な
ど
政
府
の
福
島

切
り
す
て
の
方
向
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
県
の
対
応
は
不
十
分
だ
っ
た
と
指

摘
。
復
興
や
避
難
者
を
支
え
る
医
療
・
福

祉
・
教
育
の
職
員
の
増
員
を
図
る
予
算
で

あ
る
べ
き
だ
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

地
域
開
発
事
業
決
算
に
つ
い
て
、
三
菱

ガ
ス
化
学(

株)

に
投
資
額
の
半
額
以
下
で

売
却
し
、
多
額
の
欠
損
金
を
生
じ
さ
せ
た

問
題
を
指
摘
。
再
生
エ
ネ
、
一
次
産
業
、

中
小
企
業
、
福
祉
施
設
な
ど
を
支
援
す
る

「
内
発
型
」
へ
、
従
来
の
企
業
誘
致
偏
重

の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

前
年
度
の

普
通
会
計
決

算
、
地
域
開

発
事
業
会
計

決
算
の
２
議

質問する 

宮本しづえ県議 

(12 月 11 日) 

算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
個
人

の
自
力
再
建
に
も
っ
と
手
厚

い
助
成
を
す
べ
き
と
指
摘
し

ま
し
た
が
、
被
災
者
に
寄
り
添

う
姿
勢
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

方
、
今
議
会
で
は
国
に
生
活
再

建
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
が
全
会
一
致
で
上

が
り
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
、
照
明
器

具
、
カ
ー
テ
ン
、
消
火

器
な
ど
仮
設
住
宅
の
備

え
付
け
物
品
が
、
希
望

す
る
退
去
者
や
、
住
宅

を
管
理
す
る
市
町
村
を

対
象
に
譲
与
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
仮

設
住
宅
か
ら
自
立
す
る

世
帯
も
生
ま
れ
て
お

り
、
新
た
な
住
宅
で
使

用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
取
り
外
し

や
移
設
の
費
用
は
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
住
ま
い
の
市

町
村
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。


